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The Odonate Fauna in Kinkazan Island and Aobayama Area, Miyagi Prefecture, Ⅲ














や昨年の調査結果のまとめ ( 伊沢ほか ,2004) の中で
詳しく述べた通りである。
　今年も金華山で 2 回、青葉山で 2 回、トンボを自
然体験学習の主たる対象生物の一つとして実践活動を
行った。そのうち金華山では、5 月 31 日に牡鹿町立
鮎川小学校 1 ･ 2 ･ 3 年生 30 名と父兄 10 名が、10 月
7 日に同小学校 1 ･ 2 年生 25 名と父兄 4 名が参加、ま
た青葉山では、7 月 9 日に仙台市立第二中学校 1 年生














　金華山 ( 図 1) のトンボ相については、今年も昨年
と同様の方法 ( 伊沢ほか ,2004) で調査を実施した。
調査日数は 53 日である。今年の調査では 21 種のトン















上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 観察日 直後の調査日
1.ミヤマカワトンボ ○ 6/27  6/27 6/26  7/18
2.ヒガシカワトンボ ○ ○ 5/28  6/27 5/19  7/18
3.アオイトトンボ ○ ○ 7/18  9/18 6/27  9/19
4.ホソミオツネントンボ ○ 10/25 10/25 10/24 10/26
5.キイトトンボ ○ ○ 7/18  8/21 6/27  8/22
6.アジアイトトンボ ○ 8/25  8/25 8/24  8/26
7.ミルンヤンマ ○ ○ 8/16  10/25 7/18  10/26
8.ルリボシヤンマ ○ 9/18  9/18 8/30  9/19
9.ギンヤンマ ○ ○ 9/19  10/25 9/18  10/26
10.クロスジギンヤンマ ○ 5/30  5/30 5/29  6/25
11.ヒメクロサナエ ○ ○ 5/18  7/18 5/7   8/16
12.オニヤンマ ○ ◎ ◎ ○ 6/27  9/20 6/26  10/2
13.タカネトンボ ○ 8/25  8/25 8/24  8/26
14.シオヤトンボ ○ ○ 5/30  7/18 5/29  8/16
15.オオシオカラトンボ ○ ○ 6/27  9/18 6/26  9/19
16.ショウジョウトンボ ○ ○ 7/18  8/21 6/27  8/22
17.アキアカネ ○ ◎ ○ 7/18  12/11 6/27   ×
18.タイリクアカネ ○ 9/18  9/18 8/30  9/19
19.ヒメアカネ ○ ○ 9/18  10/25 8/30  10/26
20.ノシメトンボ ○ ○ 9/18  11/22 8/30  12/11



















6 月 27 日に、島の東側の大平沢 ( 図 1 参照 ) が海岸
























　ヒメクロサナエの発生が、一昨年は 5月 3 日、昨年










　クロスジギンヤンマは過去 2 年、5 月中旬から 6 月
上旬にかけて少数観察されていたが、今年は 5 月 30
日に 1個体を採集したのみだった。ルリボシヤンマは
過去 2 年、8 月から 10 月にかけて島のあちこちで普











2001 年は 12 月 9 日、一昨年は 11 月 24 日、昨年も 11












　図 3 からは、27 種のうち、島で繁殖していること
の確実な種 ( 以下“繁殖種”と呼ぶ ) が 10 種、繁殖
している可能性の大きい種が 8種、繁殖していないと










4.アオイトトンボ ○ ○ B
5.ホソミオツネントンボ F
6.キイトトンボ ○ ○ ○ B
7.アジアイトトンボ ○ ○ ○ B
8.ミルンヤンマ ○ ○ B
9.ルリボシヤンマ ○ ○ ○ B
10.ギンヤンマ Fp
11.クロスジギンヤンマ ○
12.ヒメクロサナエ ○ ○ ○ B
13.オニヤンマ ○ ○ ○ ○ B
14.タカネトンボ F
15.シオカラトンボ F
16.シオヤトンボ ○ ○ ○ ○ B
17.オオシオカラトンボ ○ ○ ○ B
18.ショウジョウトンボ ○ ○ Bp
19.ナツアカネ F










































　青葉山 ( 図 4) のトンボ相についても、一昨年およ
び昨年と同じ地点で今年も調査を行った。調査日数は
105 日である。
　今年の調査では 41 種のトンボ ( 成虫に限る ) が確
認された。その各々について、発生時期や生息状況の
変化をまとめたのが図 5である。図のすべての表記は





















ほか ,2003) で 1 個体が採集されたのみだったが、今






















見られない種であったが ( 一昨年が 2 個体、昨年が 1
個体 )、今年はＤ地点で 4 月 26 日から大量の羽化が
始まり、10 月 1 日まで、長期間にわたって生息が観
察され続けた。
　タカネトンボはこれまで青葉山ではまれな種であっ
たが (一昨年 1個体、昨年 1個体 )、今年はＤ地点で、






中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 観察日 直後の調査日
1.アオハダトンボ ○ 7/3   7/9 7/1   7/19
2.ハグロトンボ ○ ○ 7/5   9/6 7/3   9/13
3.ミヤマカワトンボ ○ ○ 6/2   7/1 5/27  7/3
4.ヒガシカワトンボ ○ ○ 5/19  6/24 5/16  6/30
5.アオイトトンボ ○ 7/3   7/3 7/1   7/5
6.オオアオイトトンボ ○ ○ 9/6   11/6 9/3   11/26
7.ホソミオツネントンボ ○ ◎ ○ 4/7   6/16  ×  6/24
8.オツネントンボ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ 3/17  12/3  ×   12/10
9.モノサシトンボ ○ ◎ ◎ ○ 6/1   9/3 5/27  9/6
10.モートンイトトンボ ○ ○ 6/10  7/7 6/2   7/8
11.キイトトンボ ○ ○ 6/23  7/21 6/16  7/23
12.アジアイトトンボ ○ ○ 4/26  10/1 4/22  10/15
13.クロイトトンボ ○ ◎ ◎ ○ 5/24  9/6 5/21  9/13
14.オオイトトンボ ○ ○ 5/19  7/3 5/16  7/5
15.オゼイトトンボ ○ ◎ 6/16  6/24 6/14  6/30
16.エゾイトトンボ ◎ ◎ ○ 5/12  7/9 5/7   7/19
17.オオルリボシヤンマ ○ ○ 8/2   10/1 7/30  10/15
18.ギンヤンマ ○ ○ 6/16  10/1 6/14  10/15
19.クロスジギンヤンマ ○ ○ 6/1   7/23 5/27  7/30
20.ホンサナエ ○ 6/2   6/2 6/1   6/5
21.ダビドサナエ ○ 6/24  6/24 6/16  9/17
22.コサナエ ○ ◎ ○ 5/12  7/9 5/7   7/19
23.コオニヤンマ △ ○ ○ 6/30  7/30 6/24  8/2
24.ウチワヤンマ ○ ○ 6/30  7/9 6/24  7/19
25.オニヤンマ ○ ○ 6/24  9/17 6/23  10/1
26.オオヤマトンボ ○ ○ 6/30  8/4 6/24  8/19
27.タカネトンボ ○ ○ 7/9   9/13 7/8   9/16
28.ハラビロトンボ ○ ○ 5/19  8/4 4/30  8/19
29.ヨツボシトンボ ○ 6/1   6/1 5/27  6/2
30.シオカラトンボ ○ ○ 6/16  9/17 6/14  10/28
31.シオヤトンボ △ ○ ○ 5/24  6/2 5/21  6/10
32.コフキトンボ ○ ○ 7/5   8/4 7/3   8/19
33.ショウジョウトンボ △ ○ ○ 6/16  8/4 6/14  8/19
34.ミヤマアカネ ○ 9/3   9/6 8/22  9/13
35.ナツアカネ ◎ ◎ ○ 7/19  10/29 7/9   11/6
36.アキアカネ ◎ ◎ ○ 7/1   12/3 6/30  12/10
37.マユタテアカネ ○ ◎ ◎ ○ 6/24  11/6 6/23  11/26
38.マイコアカネ ◎ ◎ ○ 7/5   10/1 7/3   10/15
39.ノシメトンボ ○ ◎ ◎ ○ 6/30  11/6 6/24  11/26
40.コシアキトンボ ○ ◎ ○ 6/16  9/3 6/14  9/6























































5.アオイトトンボ ○ ● ○ B
6.オオアオイトトンボ ○ ○ ○ B
7.ホソミオツネントンボ ○ ○ ● ○ B
8.オツネントンボ ○ ○ B





12.キイトトンボ ○ ○ B
13.アジアイトトンボ ○ ● ○ ○ B
14.クロイトトンボ ○ ○ ○ B
15.オオイトトンボ ○ ○ B
16.オゼイトトンボ ○ ○ B
17.エゾイトトンボ ○ ○ ○ ○ B
18.ムカシヤンマ F
19.ミルンヤンマ Fp
20.オオルリボシヤンマ ○ ○ ○ ○ B
21.ギンヤンマ ○ ○ Bp





27.コサナエ ○ ○ ○ ○ B
28.コオニヤンマ ○ B
29.ウチワヤンマ ○ B
30.オニヤンマ ○ ○ ○ B
31.オオヤマトンボ F
32.タカネトンボ ○ Fp
33.ハラビロトンボ ○ ○ ○ ○ B
34.ヨツボシトンボ F
35.シオカラトンボ ○ ○ ○ B
36.シオヤトンボ ○ ○ Bp
37.オオシオカラトンボ F
38.コフキトンボ ○ ○ Bp
39.ショウジョウトンボ ● ○ Bp
40.ミヤマアカネ F
41.ナツアカネ ○ ○ ● B
42.アキアカネ ○ ○ ● ○ B
43.マユタテアカネ ○ ○ ○ ○ B
44.マイコアカネ ○ ● ○ B
45.ノシメトンボ ○ ○ ○ B
46.コシアキトンボ ○ ○ ○ ○ B











　この池は毎年のことだが、2003 年 11 月末にも水が
抜かれ清掃されている。ここで観察を開始したのは今
年6月10日からで、各種トンボが羽化し始める時期(4
～ 5 月 ) の調査は残念ながらできていない。Ｆ地点で
の調査日数は 90 日で、トンボの発生時期や生息状況




のみ観察された種はオオシオカラトンボで、7 月 1 日
にオス 1個体が飛来した。
　また、アオイトトンボは、他の調査地点ではＤ地点
で 7月 3日に 1個体が観察されただけだったが、Ｆ地
点では長期間ごく普通に見られ、羽化も頻繁に観察さ
れた。シオカラトンボは他の調査地点では 6 月 16 日
から9月7日までの間にたった5回(いずれも1個体)
しか目撃されなかったが、Ｆ地点では 6 月 21 日から
8 月 25 日までの期間中に 30 日観察された。ホソミオ
ツネントンボは他地点では 6月 1日から 7月 8日の期
間に 6 回しか観察されなかったが、Ｆ地点では 6 月 1











日羽化が続き、最後の羽化が確認されたのは 11 月 11
最初と最後の その直前と
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 観察日 直後の調査日
1.ハグロトンボ ○ 8/1   8/1 7/31  8/2
2.アオイトトンボ ○ ○ 6/10  9/14  ×  9/17
3.オオアオイトトンボ ○ ○ 9/17  11/10 9/14  11/11
4.ホソミオツネントンボ ◎ ◎ ○ 6/10  8/2  ×  8/3
5.アジアイトトンボ ○ ○ 8/17  8/25 8/15  8/26
6.クロイトトンボ ○ ○ 6/12  8/5 6/11  8/6
7.オオルリボシヤンマ ○ ○ 8/14  9/28 8/13  9/29
8.ギンヤンマ ○ ○ 7/19  8/24 7/17  8/25
9.コサナエ ○ 6/11  6/11 6/10  6/12
10.オニヤンマ ○ ○ 8/14  8/25 8/13  8/26
11.シオカラトンボ ○ ○ 6/21  8/25 6/14  8/26
12.オオシオカラトンボ ○ 7/1   7/1 6/30  7/5
13.ショウジョウトンボ ○ ○ 7/7   8/5 7/5   8/6
14.ナツアカネ ○ ○ 7/21  11/25 7/20  11/26
15.アキアカネ ○ ◎ ◎ ○ 6/22  11/29 6/21  11/30
16.マユタテアカネ ○ ○ 9/3   10/15 9/1   10/19
17.マイコアカネ ○ ○ 7/29  10/1 7/27  10/2
18.ノシメトンボ ○ ○ 6/29  10/28 6/23  10/29
19.コシアキトンボ ○ ○ 7/1   7/22 6/30  7/23
20.ウスバキトンボ ○ ○ 7/1   10/15 6/30  10/19
 註）右欄の×印は6月10日以前は調査していないので不明を意味する．
種名



































トープフォーラム ,1999､ 日本生態系協会 ,2001)、生


















体が採集されたのみだった ( 伊沢ほか ,2003)。それ
が今年は 7 月 24 日に仙台市内、大倉ダムのすぐ近く
にある 2つの池で、一方の池では 5個体、もう一方の
池では 1 個体が観察された。5 個体が観察された方の
池では、このトンボが繁殖している可能性が大きい。
　コヤマトンボは 6 月 14 日、仙台市内のサイカチ沼
でオス 1個体が採集された。また、旧宮崎町北川内地





























け殻を、小型のトンボ ( 主にイトトンボ類 )、中型の
トンボ ( トンボ科やカワトンボの仲間 )、大型のトン
ボ (ヤンマやオニヤンマ類 )に分け、それぞれ透明な













ター )、榊原渉氏 ( 宮城教育大学修士課程 , 大河原町
立大河原小学校 )、宇野壮春氏 ( 宮城教育大学修士課
























山極 隆 ( 編 )，2001．環境教育実践事例集 . 第一法
規出版，東京都，8901pp．
種名
1.アオイトトンボ Lestes sponsa  (Hansemann,1823)
2.オオアオイトトンボ Lestes temporalis  Selys,1883
3.ホソミオツネントンボ Indolestes peregrinus  (Ris,1916)
4.モノサシトンボ Copera annulata  (Selys,1863)
5.アジアイトトンボ Ischnura asiatica Brauer,1865
6.エゾイトトンボ Coenagrion lanceolatum  (Selys,1872)
7.ルリボシヤンマ  Aeshna juncea juncea  (Linnaeus,1758)
8.オオルリボシヤンマ Aeshna nigroflava  Martin,1908
9.クロスジギンヤンマ  Anax nigrofasciatus nigrofasciatus
 Oguma,1915
10.ヒメクロサナエ  Lanthus fujiacus (Fraser,1936)
11.コサナエ Trigomphus melampus  (Selys,1869)
12.コオニヤンマ Sieboldius albardae Selys,1886
13.ウチワヤンマ Sinictinogomphus clavatus  (Fabricius,1775)
14.オニヤンマ  Anotogaster sieboldii  (Selys,1854)
15.ハラビロトンボ Lyriothemis pachygastra  (Selys,1878)
16.シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum
 (Uhler,1858)
17.シオヤトンボ  Orthetrum japonicum japonicum (Uhler,1858)
18.アキアカネ  Sympetrum frequens  (Selys,1883)
19.マユタテアカネ  Sympetrum eroticum eroticum  (Selys,1883)
20.コシアキトンボ Pseudothemis zonata (Burmeister,1839)
21.ウスバキトンボ  Pantala flavescens  (Fabricius,1798)
　表１．教材用に標本化したヤゴの抜け殻一覧

